
鶴岡市立荘内病院 ●問い合わせ先
 鶴岡市立荘内病院　総務課企画財政係
 tel.0235-26-5111(内線6333）　fax.0235-26-5110
 E-mail：rinken@shonai-hos,jp

●病院の概要 ●プログラムについて

●医師紹介･メッセージ

●募集について

●
◎各種指定状況
•未熟児養育医療機関
•原子爆弾被爆者一般疾病医療機関
•救急告示医療機関
•エイズ治療拠点病院
•災害拠点病院
•臨床研修病院
◎教育指定・施設認定状況
•救急告示病院
•日本内科学会認定医制度教育病院
•日本腎臓学会研修施設
•日本循環器学会認定循環器専門医研修施設
•日本消化器病学会認定施設
•日本外科学会外科専門医制度修練施設
•日本消化器外科学会専門医修練施設
•日本呼吸器外科学会関連施設
•日本胸部外科学会関連施設
•外科卒前・卒後教育関連診療科
•日本産科婦人科学会専門医制度卒後研
　修指導施設
•日本乳癌学会認定医・専門医関連施設

•日本周産期・新生児医学会専門医制度
　指定研修施設
•日本脳神経外科学会専門医訓練施設
•日本小児科学会認定医研修施設
•日本小児科学会専門医制度研修施設
•日本眼科学会専門医制度研修施設
•日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設
•日本泌尿器科学会専門医教育施設
•日本形成外科学会認定施設
•日本医学放射線学会専門医修練協力機関
•日本病理学会研修認定施設 Ｂ
•日本臨床細胞学会認定施設
•日本麻酔科学会麻酔科認定病院
•日本静脈経腸栄養学会NST稼働施設
•日本静脈経腸栄養学会NST専門療法士
　実地修練施設
•マンモグラフィ検診施設画像認定
•日本医療機能評価機構認定(ver. 4.0)
•日本がん治療認定医機構認定研修施設
•日本医療薬学会認定薬剤師制度研修施設
•日本口腔外科学会認定関連研修施設

●
●
•１年次：４名　　•２年次：４名
　　協力型として新潟大学６名、山形大学１名を予定
●
　•給与：基本給363,400円（１年次）他に住居､通勤､時間外､宿日直の各手当有り
　•年間概算支給見込額：5,500,000円程度
　•保険：健康保険、厚生年金など完備。医師賠償責任保険は病院で加入
　•休暇：有給休暇１年次1５日､2年次2０日付与。他、夏季、年末年始休暇有り。
●
　•募集定員：５名　　•応募方法：マッチング方式
　•採用方法：面接試験
●公舎：一戸建て公舎または、借り上げ公舎(アパート)有り。家賃は無料

　•給与：基本給604,400円（卒後３年目）他に住居､通勤､時間外､宿日直の各手当有り
　•年間概算支給見込額：10,250,000円
　•保険：健康保険、厚生年金など完備。医師賠償責任保険は病院で加入

　•休暇：有給休暇20日(４月採用の場合、その年は15日）他に夏季、年末年始休暇有り
●
　•応募資格：前期研修修了者及び修了見込みの方
　•研修受入数：若干名
　•研修期間：１年～複数年（１年ごと更新）
　•試験日：随時
　•応募締切：平成22年２月中旬
　•選考方法：面接試験
●
　•宿舎：一戸建て公舎または、借り上げ公舎(アパート)有り
　•研究：学会、研修会等の参加の際は旅費の支給有り。他に、論文検索
　　　　　環境として図書館、Up To DateのWeb版などが有り。
●
　夕日が美しい日本海に面し、映画「たそがれ清兵衛」「蝉しぐれ」など
の藤沢周平作品と、そのモチーフとなった鶴岡の街並みや味覚が楽しめ
る。修行の山として千四百年の歴史をもつ出羽三山にも近く、さまざま
な表情をもった温泉が点在している。
●
　随時実施。

・地域の基幹病院であることから様々な症例を経験できます。

・救急患者数が年間２万４～５千人と県内の他病院と比べて多く、救急症例の経験を積むことができます。

・手術件数も年間４千件を超え、数多くの挿管手技を含めた救急蘇生の技術習得ができます。

・研修医数も１学年５人と少なく、内科系はマンツーマンの指導で、プライマリ・ケアの習得には充分の症例数です。

・研修期間の延長や変更に直前でも対応するフレキシブルなプログラムです。

◎研修管理委員長：小島　研司
　荘内病院は鶴岡市を中心とする庄内地方南域の基幹病院として位置づけられており、
多くの方々に利用されています。このため、当院の研修では多くの患者さんの様々な
症例に接することができます。また、救急医療に関しても、当院は地域の中心的な役
割を担っており、救急センターを受診する人は年間24,000人にのぼります。当院のプ
ログラムでは、特に救急科を設けてはいませんが、各診療科の研修の中で指導医とと
もに救急症例を診察したり、２年目から始まる日当直などで救急外来を担当したりす
ることで、幅広い症例を経験できます。救急での判断に困った時はいつでも専門分野
の当番医に相談したり、診察を依頼できる体制になっています。当院での研修期間は
多忙な２年間となりますが、きっと、充実した日々を過ごせることと思います。

◎研修医：池田　美智
　我々が研修を行っている荘内病院は南庄内の医療を一手に引き受ける基幹病院です。
そのため救急部門では、一刻を争う重症の患者さんから感冒など軽症の患者さんなど
様々な症例を経験でき、日々勉強・反省・成長を感じています。また、研修の指導に
ついては指導医の先生方は出身大学に関係なく（そして昼夜を問わず!?）熱心に指導
して下さり、たとえ研修医といえども担当医として責任ある仕事を任されます（first 
callなど）。そして研修医のやる気次第で普通はやることのないような手技にもどん
どん挑戦させてもらえます。研修医は５人と限定されており、プログラムは自由度が
大きく研修中に興味を持った科などでは交渉次第で期間延長も可能です。まずは是非
一度見学に来て下さい。そして、実際に研修をしている我々の声を聞きに来て下さい。

◎後期研修医：住谷　大恵
　私は後期研修２年目より鶴岡市立荘内病院整形外科に所属しています。当科は17～
18万の人口をカバーし、救急からcoldまで一手に引き受けています。その症例数と内
容は都心部では絶対に経験できません。手術件数も多く、私が当科で術者として経験
した症例数は、後期研修１年目（他県）の３.５倍でした。当然、それだけの数をこな
すにはそれなりの環境が必要ですが、主任医長を始め指導医の先生方が、若手のため
に多方面に力を注いで下さっているからこそ可能なのだと思います。頭と腕を鍛える
なら、都心部より絶対にここが良いと思います。ここの整形外科は自分の基盤となっ
ていくと確信しています。

診療科名
年間入院
患者実数

平均在院
日　　数

年間新外来
患 者 数

１日平均
外来患者数

年間外来
診療日数

常　勤
医師数

指導医数

内 科 1,891 17.1 4,201 141.6 243 5 4

心 療 科 0 0.0 5 1.2 243 0 0

神 経 内 科 156 19.3 253 22.2 243 1 1

呼 吸 器 科 423 29.5 427 33.9 243 2 2

消 化 器 科 1,214 19.7 1,211 80.4 243 5 3

循 環 器 科 883 22.8 300 35.7 243 4 4

小 児 科 1,111 6.5 3,610 80.8 243 8 5

外 科 1,281 12.2 982 67.1 243 7 5

整 形 外 科 1,578 13.1 3,378 108.2 243 8 4

形 成 外 科 171 11.9 1,057 29.2 243 3 2

脳神経外科 538 12.7 1,460 31.2 243 2 2

呼吸器外科
心臓血管外科

181 14.3 186 15.8 243 3 2

小 児 外 科 129 5.0 88 5.0 243 1 1

皮 膚 科 23 6.1 980 20.8 243 1 1

泌 尿 器 科 649 7.6 741 44.5 243 2 2

産科、婦人科 768 9.5 814 47.9 243 3 2

眼 科 504 2.0 523 28.0 243 1 1

耳鼻咽喉科 82 10.3 708 21.8 243 1 1

放 射 線 科 0 0.0 143 10.3 243 1 1

歯科口腔外科 73 5.4 806 15.9 243 2 1

麻 酔 科 0 0.0 0 0.0 0 5 4

中央検査科 0 0.0 0 0.0 0 (2) (2)

病 理 科 0 0.0 0 0.0 0 1 1

（注）中央検査科の医師は兼務　　　　　　　　※患者数は20年度、医師数は21年4月現在

臨床研修

後期研修

主任医長 小　池　千　里 内科 日本内科学会認定内科専門医、日本血液学会専門医

医長 竹　田　文　洋 内科

医長 安　宅　　　謙 内科

医長 和　泉　典　子 内科、中央検査科 日本内科学会認定内科医、日本医師会認定産業医

主任医長 丸　谷　　　宏 神経内科 日本神経学会専門医、日本脳卒中学
会専門医、日本内科学会認定医

主任医長 石　田　　　晃 呼吸器科 日本内科学会認定医

医長 樋　浦　　　徹 呼吸器科

中央診療部長 板　垣　茂　文 消化器科
中央検査科

日本消化器病学会認定医、日本消化器内
視鏡学会認定医、日本内科学会認定医

医長 古　屋　紀　彦 消化器科 消化器病専門医

医長 菅　　　秀　紀 消化器科 臨床研修指導医養成講習会修了

内科系診療部長 小　島　研　司 循環器科 日本内科学会認定医、日本循環器学会専
門医、臨床研修指導医養成講習会修了

主任医長 佐　藤　　　匡 循環器科 日本内科学会認定医、日本循環器学会専門医

医長 今　野　　　拓 循環器科 日本内科学会認定医、日本循環器学会専門医

医長 那須野　暁　光 循環器科

副院長 伊　藤　末　志 小児科 日本小児科学会専門医、子どもの心相談医

診療部主幹兼主任医
長

吉　田　　　宏 小児科 臨床研修指導医養成コース修了、日本小児科学会
認定医、日本周産期・新生児医学会周産期専門医
制度暫定指導医、日本赤熱児新生児学会評議員

医長 原　田　和　佳 小児科 日本小児科学会専門医

医長 齋　藤　な　か 小児科

医長 佐　藤　英　利 小児科

院長 松　原　要　一 外科 日本外科学会指導医、日本消化器外科学会指導医、日本消
化器病学会指導医、人間ドック認定指定医、認定産業医

副院長 三　科　　　武 外科 日本外科学会専門医、日本外科学会指導
医、日本消化器外科学会指導医、日本乳
癌学会認定医、日本癌治療学会臨床試験
登録医、日本消化器病学会専門医

主任医長 鈴　木　　　聡 外科 日本外科学会指導医、日本外科学会専門
医、日本消化器外科学会専門医、日本消
化器外科学会指導医、日本乳癌学会認定
医、検診マンモグラフィ読影認定医

医長 二　瓶　幸　栄 外科 日本外科学会専門医

医員 大　橋　優　智 外科 日本外科学会認定医

主任医長 佐　藤　慎　二 整形外科 日本整形外科学会専門医、日本脊椎脊髄病学会指導医

副主任医長 後　藤　真　一 整形外科 日本整形外科学会専門医

医長 日向野　行　正 整形外科 日本整形外科学会専門医

医長 大　橋　正　幸 整形外科

医長 工　藤　勝　秀 形成外科 日本形成外科学会専門医

医長 加治佐　卓　也 形成外科

診療部主幹兼主任医長 佐　藤　和　彦 脳神経外科 日本脳神経外科専門医、日本脳卒中学会専門医

医長 林　　　真　司 脳神経外科

外科系診療部長 石　原　　　良 呼吸器外科 呼吸器外科専門医、日本外科学会指導医、
日本胸部外科認定医、日本外科学会認定医

主任医長 阿　部　寛　政 心臓血管外科 臨床研修指導医養成講習会修了、心
臓血管外科専門医、日本外科学会専
門医、日本胸部外科学会認定医

主任医長 大　滝　雅　博 小児外科 日本小児外科学会専門医、日本外科学会認
定医、日本がん治療認定医機構暫定教育医

主任医長 吉　田　幸　恵 皮膚科 日本アレルギー学会専門医、日本皮膚科学会専門医

主任医長 阿　部　　　寛 泌尿器科 日本泌尿器科学会指導医、日本泌尿器科学会専門医

医長 松　木　真　吾 泌尿器科 日本泌尿器科学会専門医、日本泌尿器科学会指導医

主任医長 五十嵐　裕　一 産科、婦人科 臨床研修指導医養成講習会修了、産婦人科専門医、
母体保護法指定医、検診マンモグラフィ読影医、日
本周産期・新生児医学会専門医制度周産期母体・胎
児専門医暫定指導医

医長 高　柳　健　史 産科、婦人科 日本産婦人科学会専門医

診療部主幹兼主任医長 五十嵐　敬　郎 耳鼻咽喉科 日本耳鼻咽喉科学会専門医

医員 道　本　修一郎 眼科 日本眼科学会眼科専門医

診療部主幹兼科長 梅　津　尚　男 放射線科 日本医学放射線学会専門医

主任医長 岸　　　正　人 麻酔科 日本麻酔学会指導医

医長 渡　部　直　人 麻酔科 日本麻酔学会専門医、日本麻酔学会指導
医、日本ペインクリニック学会認定医

医長 長　岡　由　姫 麻酔科

医長 奥　山　慎一郎 麻酔科 日本麻酔学会専門医、日本ペインクリニ
ック学会専門医、日本医師会スポーツ医

科長 内ヶ﨑　新　也 病理科 病理専門医

主任医長 本　間　克　彦 歯科口腔外科 日本口腔外科学会専門医

・研修期間は１年単位で更新していきます。

・カリキュラムの例として、①内科系研修（内科各診療科・希望科）、②外科系研修（一般外科・心臓血管外科・麻酔科等）、③周産期医療研修（小

　児科・産科・小児外科等）などがあります。

・専攻する各科の研修において、専門医等の資格取得が目指せます。

・各科単独の後期研修もございますので、お問い合わせください。

臨床研修

後期研修

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

１年次 内科 外科 麻酔科

２年次 小児科 産科・婦人科 精神科 地域保健・医療 選択科


